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市長に聞く　　　　　 　　　 

　下呂市第一次総合計画

市長に聞く
　　　

下呂市のまちづくりの指針となる下呂市第一次

総合計画が策定されました。

下呂市は、少子・高齢化社会の到来や地方分権

の進展の中で、どう多様化・高度化する住民のニ

ーズに応えていくのか、今回策定された総合計画

はどのようなものなのか、広報モニターの伊藤隆

さん ( 萩原町 ) と藤原由美子さん ( 金山町 ) が、山

田市長に話を聞きました。

総
合
計
画
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
指
標

伊
藤

市
長

「
市
民
と
の
協
働
」
で

将
来
像
の
実
現
を

伊
藤

市
長

合
併
効
果
が
現
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

藤
原

市
長



定
め
た
目
的
に
沿
っ
て

手
段
を
決
め
る

伊
藤

市
長

藤
原

市
長

藤
原

市
長

職
員
の
意
識
が

　
　

大
き
な
ポ
イ
ン
ト

藤
原

市
長
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市長に聞く　　　　　 　　　 

下呂市第一次総合計画
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予
算
は
総
合
計
画
と
連
携

伊
藤

市
長

行
政
・
民
間
・
協
働
の

役
割
分
担

市
長

広
報
紙
で
の
取
り
組
み

藤
原

市
長

自
分
た
ち
で

見
つ
け
て
い
く
総
合
計
画

伊
藤　

市
長

伊藤隆さん

（萩原町尾崎）

藤原由美子さん

（金山町岩瀬）

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た

　

「
下
呂
市
第
一
次
総
合
計
画

（
概
要
版
）」

市長に聞く　　　　　 　　　 

　下呂市第一次総合計画

　

貴
重
な
時
間
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
配
布
さ
れ
た
「
総
合
計
画
」

を
、
一
か
ら
十
ま
で
読
ま
せ
て
い

た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
市
民
と

し
て
何
か
出
来
る
事
が
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
市
を
良
く
す
る
た
め

に
、
何
か
一
つ
で
も
い
い
か
ら
や

れ
る
よ
う
な
努
力
を
し
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
も
啓

蒙
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　

今
日
は
大
変
い
い
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
も
っ
と
具
体
的
に

知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
子
ど
も
た
ち
が
10
年
後
に

は
、
支
え
て
く
れ
る
年
代
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
10
年
か
け

て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
下
呂
市
も

同
じ
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

下
呂
市
に
住
ん
で
い
て
、
良
か

っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
が
大
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
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る気支援補助事業の新設やる

市民のみなさんのやる気、応援します

補助率・額

補助対象期間



下呂市ニュース

下
呂
市
の
安
全
を
守
り
ま
す

           

萩
原
署
と
金
山
署
が
統
合
、
下
呂
署
が
誕
生

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生　

３
５
３
人

「
苗
代
桜
」
を
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　

        

ぎ
ふ
・
さ
く
ら
サ
ミ
ッ
ト 

緊張した表情の新 1年生４人。馬瀬・総島小学校で。子どもたちも参加した下呂温泉交番の開所式

桜への思いや保護活動について語るパネリストの皆さん

６



下呂市ニュース

　

行
革
大
綱
は
、
下
呂
市
行
政
改
革
推
進
委

員
会
（
熊
崎
徹
三
委
員
長
）
に
、
３
月
２
日

諮
問
さ
れ
、
31
日
に
付
帯
意
見
を
添
え
て
原

案
通
り
認
め
る
と
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

念
願
の
集
会
施
設
が
完
成

　
　
　
　
　
　
　

花
池
地
区
に
活
性
化
施
設

行
政
改
革
大
綱(

第
一
次)

」

「
市
民
と
の
協
働
」「
市
民
の
た
め
の
市
役
所
」
を
目
指
し
ま
す

水
質
浄
化
に
大
き
な
期
待

　
　
　

下
呂
地
域
・
南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成 

※
東
上
田
と
萩
原
町
中
呂
、
西
上
田
の
各
地

区
は
今
後
、
湯
之
島
処
理
区
の
対
象
地
域

と
し
て
、
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊崎委員長から答申書を受け取る山田市長完成した花池活性化施設

７
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合併支援事業の実績

合併支援事業をつぎのとおり実施しました。
　市町村合併により平成16年度において、国および県から財政的な支援を受けた事業を紹介します。
　（各種支援額は、平成17年３月31日現在の見込み額です）

    ・文書管理システム導入、下呂市例規集作成、合併一周年記念事業、総合計画策定事業、市章決定経費 

　・下呂市地域防災計画策定、消防団夏制服とヘルメットの統一、観光総合パンフレット統合  

　・職員駐車場用地取得事業、下呂市ホームページ新規作成、滞納収納支援電話催告システム導入

　・情報セキュリティポリシー統一、固定資産税土地評価システム統一、確定申告支援システム統一 　

　・下呂市管内図作成、土木積算システムの統一、住民健康管理システム窓口受付システム統一 

　・教育格差是正のための各校改修工事

　　下原小プール改修工事、萩原小特別室床改修工事、中原小多目的ホール床改修工事、下呂中東舎屋上防水工事、

　　竹原中シャワー室設置工事・金山中体育館屋根改修工事・萩原南中屋根防水補修工事 

   ・小川２号線道路改良事業・森 14 号線道路改良事業・萩原南保育園整備事業

　・まちづくり交付金事業（少ヶ野街路整備）、（しらさぎ緑地公園整備）、（高質空間形成施設整備）、 （地域交流センター整備）

　・電算システムの統一事業　・防災行政無線統合事業　・地域情報化推進事業

電源立地地域対策交付金で整備しました
県補助で文化財を修繕

　平成16年度に、台風23号の影響で被

害を受けた、金山町祖師野八幡宮本殿

及び小坂町坂下の12本ヒノキは、岐阜

県からの補助金を受け、修繕が実施さ

れ完了しました。

祖師野八幡宮本殿
12 本ヒノキ
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消防団入退団式

〜
下
呂
市
消
防
団
入
団
式
〜

下
呂
市
消
防
団
の
各
消
防
団
長

　

萩
原
消
防
団
長　

大
前　
　

均

　

小
坂
消
防
団
長　

上
野　

耕
正

☆
下
呂
消
防
団
長　

中
島　

鐘
義

　

金
山
消
防
団
長　

岩
佐　

鋭
夫

　

馬
瀬
消
防
団
長　

野
村　

勝
良

　
　
　

☆
印
は
下
呂
市
消
防
協
会
長

　

下
呂
市
の
五
つ
の
消
防
団
で
、
入
退
団
式
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
、
70
人
が
新
た
に
消
防
団
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
団
長
か
ら
新
入
団
員
に
辞
令
が
手
渡
さ
れ
、「
先

輩
か
ら
よ
く
学
び
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
使
命
を
果
し

て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
入
退
団
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り

下呂市消防操法大会
●地区大会

５月 29 日（日）

　小坂消防団（小坂ふれあいグラウンド）

　馬瀬消防団（総島いこいの広場）

６月　５日（日）　

　萩原消防団（あさぎりスポーツ公園）

　下呂消防団（下呂和佐グラウンド）

　金山消防団（金山市民グラウンド）

●市大会
　６月 19 日（日）　小坂ふれあいグラウンド

下呂消防団の新入団員
辞令交付のようす

式典前に行われた馬瀬
消防団の救急講習のよ
うす



ほっトピッックス

10



11

っトピックスほっ

艶っぽい歌声で聴衆を魅了した神野美伽さん

迫力の演奏を披露した飛騨金山白龍太鼓の皆さん
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図書・消防

◆九月が永遠に続けば　沼田まほかる

◆うたう警官　　　　　　　佐々木譲

◆ダ・ヴィンチコードの「真実」　ダン・バースタイン

◆ピーコとサワコ　　阿川佐和子・ピーコ

◆夜ふけのなわとび　　　　林真理子

◆銭売り賽蔵　　　　　　　山本一力

◆優しい時間　　　　　　　倉本　聡

◆イノシシから田畑を守る　江口祐輔

◆山の畑をサルから守る　　井上雅央

◆問題な日本語　　　　　　北原保雄

主な新着図書

　１９９８年フランクフ

ルト歌劇場で上演された

モーツアルトの「魔笛」

をゾーヴァの絵で味わう。

本書はその舞台美術のた

めにゾーヴァが描いた幻

想的な原画を使い、物語

化したもの。「遊び＝不

思議」が私達の日常の中

で忘れがちなものを呼び

覚まそうとしている。

『 魔  笛 』　
　　　　ミヒャエル・ゾーヴァ・画
　　　　　　　  　那須田　淳・文

今月の一冊

利用者の声　　　　
・『図書室を利用して』　　 主婦 Y子

　　二児の母となり図書室のすばらしさに気がつきました。図書室へいけばい

ろんなジャンルの本が見やすく配列され、無料で借りられます。

　　子どもの寝る前の読み聞かせも日課となり、親子で楽しませてもらってい

ます。読み聞かせは、脳の発達や親子のコミュニケーションにとても良いと

言います。私の子どもは、字を覚え出したら一生懸命、本を読むようになり、

人の話をしっかり聞いて理解できるようになってきました。図書のことで、

わからない事があると、いつも司書の方に相談するようにしています。これ

からも本を仲介役に、親子の宝物をたくさん創っていこうと思います。

問い合わせ先 はぎわら図書館52-2000 小坂図書室62-3366 

 下呂市図書室 25-2489　　金山図書室32-2449

 馬瀬図書室 47-2111

5 月の絵本の読み聞かせ
5月14日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

5月28日(土) 14：30 ～ (下呂中央児童館)

　
　

�
救
え
る
命
�
を
救
う
た
め
に

◆
救
命
の
連
鎖
と
は
、

　

『
救
え
る
命
』
を
救
う
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
場
所
に
お

い
て
、
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
迅
速
な
処
置
が
必
要
で
す
。

　

『
救
命
の
連
鎖
』
は
こ
う
し
た
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
表

し
た
も
の
で
す
。
事
故
や
病
気
で
倒
れ
た
人
を
救
え
る
の
は
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な
た
で
す
。

　

応
急
手
当
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
応
急
手
当
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

　

心
臓
が
止
ま
る
よ
う
な
不
整
脈
を

生
じ
た
場
合
に
は
、
正
常
に
戻
す
た

め
に
心
臓
に
電
流
を
流
す『
除
細
動
』

を
早
く
行
う
ほ
ど
救
命
の
効
果
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
が
救
急
隊
の
到

着
前
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
『
除
細

動
』
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、多
く
の
市
民
が
、『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』
を
は
じ
め
、心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
と
い
っ
た
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
理
解

し
、
救
命
に
関
与
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
命
が
救
わ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

①
『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』
と
は
、
致
死
的
不
整
脈
を
生
じ
た
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
に
戻
す
た
め
の
医
療
機

器
で
す
。

　

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
下
呂
市
内
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
救
急
隊
用

に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
、
４
月
か
ら
市
民
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を

含
め
た
救
命
講
習
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
近
く
の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

他の新着図書は、各図書室の新着リストをご
覧ください。

命を救うのは、
　あなたかもしれない

救命の連鎖（Chain of Survival）
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暮らしの情報あれこれ

■今月の市税■

☆ 固 定 資 産 税
………第 １ 期 分

☆ 国民健康保険税
…………５　月　分

●納期限は、５月３１日（火）です。

下呂市役所
　下呂庁舎　　　24-2222

　萩原庁舎　　　52-2000

　小坂振興事務所　62-3111

　金山振興事務所　32-2201

　馬瀬振興事務所　47-2111

下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　52-2900

下呂市消防本部　25-5119

中
学
・
高
校
生
の

海
外
研
修
資
金

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯
の

中
学
、
高
校
の
生
徒
で
、
次
の
条

件
を
満
た
す
方
に
海
外
研
修
資
金

を
貸
与
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
学
費
の
支
弁
が

困
難
な
生
計
の
状
態
に
あ
っ
て
教

育
、
文
化
、
体
育
な
ど
で
国
際
交

流
を
目
的
と
し
て
行
う
海
外
研
修

を
行
う
方
に
、
育
英
資
金
の
貸
与

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
有
能
な
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

※
海
外
研
修
終
了
後
に
返
済
が
必

要
で
す
。

受
付　

随
時(

出
国
日
の
60
日
前

ま
で
に
申
請
書
を
提
出)

問
合
先　

学
校
教
育
課


52
・
２
９
８
０

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
助
成

　

満
30
歳
以
上
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
が
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
早
期
発
見
の
た
め
に
、
人
間

ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た
場
合
、
検

査
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
額
は
、
健
診
費
が
３
万
円

以
上
の
場
合
は
３
万
円
、
３
万
円

以
下
の
場
合
は
実
支
払
額
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
１
年
度
に
１
回

の
健
診
を
限
度
と
し
、
市
が
実
施

す
る
「
健
康
診
査
」
の
受
診
者
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
健
診
機
関
の
発
行
し
た
領
収

書
、
印
鑑
、
保
険
証
、
通
帳
を
持
っ

て
、
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
各
振

興
事
務
所
市
民
生
活
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
直
接
医
療
機
関
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
民
課

24
・
２
２
２
２

労
働
保
険
料
の

申
告
と
納
付
は
お
早
め
に

　

労
働
保
険
の
平
成
16
年
度
確
定

保
険
料
と
平
成
17
年
度
概
算
保
険

料
の
申
告
・
納
付
手
続
き
は
、
お

済
み
に
な
り
ま
し
た
か
。

　

申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
、
５

月
20
日
が
期
限
で
す
。
申
告
書
の

書
き
方
や
内
容
な
ど
で
ご
不
明
な

点
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

岐
阜
労
働
局


０
５
８
・
２
４
５
・
８
１
１
５

行政相談のお知らせ
　「行政相談」とは、国の行政機関やＮＴＴなどの特殊法

人の仕事について、皆さんの苦情や要望をお聞きし、そ

の解決の促進を図る制度です。

　例えば、次のような内容の相談です。

　◆どこの行政機関へ相談してよいか分からない。

　◆支給されるはずの年金などが支給されないので困っている。

　◆国道の街灯などの設備が破損しているので修復して欲しい。

　◆国の窓口の職員の対応が横柄なので嫌な思いをした。

　皆さんからのご相談は、総務大臣が委嘱した民間ボラ

ンティア“行政相談委員”が受付いたします。

　５月16日（月）～ 22日（日）の一週間は「春の行政相

談週間」です。各行政相談委員が次のとおり行政相談所

を開設しますので、お気軽にご利用ください。

　相談は無料で、秘密は固く守ります。

　当日都合が悪い方は、行政相談委員の自宅、手紙でも受け付け

ています。また、総務省岐阜行政評価事務所「行政苦情１１０番」

(０５７０－０９０１１０）では、いつでも相談に応じています。

◇ ◇　行政相談所　◇ ◇

【萩原地区】
と　き：５月17日（火）午後１時～４時
ところ：星雲会館　１階 相談室　
相談員：二村　誠治さん

【小坂地区】
と　き：５月10日（火）午後１時～４時
ところ：健康ふれあいセンター　４階 心配ごと相談室
相談員：石丸　力男さん

【下呂地区】
と　き：５月16日（月）午前10時～午後３時
ところ：下呂福祉会館　２階 相談室
相談員：中川　喜介さん

【金山地区】
と　き：５月26日（木）午後１時～４時
ところ：金山振興事務所　３階 相談室
相談員：大島　晃司さん

【馬瀬地区】
相談員：林　年宏さん
※馬瀬地区では、行政相談所の開設は行っておりません。

　（行政相談委員の自宅や電話・手紙等で受け付けております。）
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「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
相
談
所
開
設

　

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
に
ち
な
み
、
岐
阜
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
お
よ
び
高
山
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
特
設

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る

差
別
問
題
、
家
庭
内
・
近
隣
間
の

も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
、
人
権
擁

護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

６
月
１
日
（
水
）

時
間　

各
会
場
と
も
13
時
〜
16
時

会
場　

星
雲
会
館
、
小
坂
健
康
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
下
呂
福
祉

会
館
、
金
山
振
興
事
務
所
、
馬

瀬
中
央
公
民
館

相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員

問
合
先　

市
民
課

24
・
２
２
２
２
、

下
呂
市
社
会
福
祉
協
議
会


52
・
４
８
８
４

憲
法
週
間
・
裁
判
員
制
度

　

裁
判
所
で
は
毎
年
、
憲
法
記
念

日
を
中
心
と
し
た
５
月
１
日
か
ら

７
日
ま
で
を
「
憲
法
週
間
」
と
し

て
、
各
地
で
様
々
な
行
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、「
裁
判

員
制
度
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国
民

の
中
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
裁

判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
裁

判
官
と
一
緒
に
裁
判
を
行
う
制
度

の
こ
と
で
す
。

　

平
成
21
年
５
月
ま
で
に
始
ま
る

こ
の
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
な
く
て
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
全
国
の
裁
判
所
で
行
わ
れ
る

憲
法
週
間
記
念
行
事
で
は
、
裁
判

員
制
度
を
テ
ー
マ
と
し
た
催
し
も

企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

岐
阜
地
方
裁
判
所
事
務
局

　


０
５
８
・
２
６
２
・
５
１
２
１

自
動
車
税
は
、

５
月
31
日
ま
で
に

　

５
月
29
日(

日)

は
、
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
、
飛
騨
県

税
事
務
所
で
県
税
の
納
付
が
で
き

ま
す
。　

　

ま
た
、
５
月
29
日(

日)

は
、

バ
ロ
ー
萩
原
店
と
バ
ロ
ー
高
山
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ア
ピ
タ

飛
騨
高
山
店
内
で
、
臨
時
の
納
税

出
張
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

受
付
時
間　

・
バ
ロ
ー
萩
原
店　

10
時
〜
16
時

・
バ
ロ
ー
高
山
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

　

ン
タ
ー
と
ア
ピ
タ
飛
騨
高
山
店

　

10
時
〜
17
時

問
合
先　

飛
騨
県
税
事
務
所

　
　


０
５
７
７
・
３
３
・
１
１
１
１

児
童
家
庭
相
談

　

４
月
か
ら
下
呂
市
役
所
福
祉
課

（
星
雲
会
館
内
）
で
は
、
児
童
虐

待
や
養
護
な
ど
の
児
童
家
庭
相
談

に
つ
い
て
、
常
時
相
談
が
で
き
る

よ
う
専
任
の
職
員
を
配
置
し
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
、
平
日
８
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
ま
で
で
、
電
話
で
も
相

談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
緊

急
時
に
備
え
夜
間
休
日
電
話
相
談

も
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

電
話
相
談　


52
・
２
６
３
０

夜
間
休
日
電
話
相
談

　


０
９
０
・
７
３
０
１
・
１
０
５
１

禅
昌
寺
歴
史
民
俗
資
料
館

４
月
20
日
オ
ー
プ
ン

　
　

問
合
先　

社
会
教
育
課

　
　
　
　
　



５
２
・
２
９
０
０

市営住宅入居者募集
【下呂地区】

公営住宅

①殿町住宅３０３号　森1693番地１

　中層耐火構造４階建　３Ｋ

　住宅使用料　12,700円～ 21,000円

②大渕住宅６号室　小川2312番地９

　簡易耐火構造平屋建　２Ｋ

　住宅使用料　4,500円～ 7,500円

【金山地区】

特定公共賃貸住宅（世帯用）

池田団地３０２号　金山町菅田桐洞3747番地

中層耐火構造３階建　３ＬＤＫ

住宅使用料　37,000円～ 60,000円

◆入居資格　税金の滞納がない、住宅に困っている

◆申込期限　５月23日（月）

◆問合先　　都市建設部建設課　５２－２０００

平成１８年下呂市成人式

平成18年下呂市成人式は、下記のとおり開催します。

　　○平成18年１月７日(土)

　　　　　小坂地域　小坂山村開発センター

　　　　　下呂地域　下呂観光会館

　　　　　馬瀬地域　馬瀬中央公民館

　　○平成18年１月８日(日)　

　　　　　萩原地域　星雲会館

　　　　　金山地域　金山市民会館

　　※開式時間は、いずれも13時30分です。

　　◆問合先　社会教育課　５２－２９００
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狂犬病予防注射は、
おすみですか?
　あなたの愛犬は、犬の登録および狂犬病予防注射は、

おすみですか?　まだ受けられていない方は、６月８日に

右表の日程で追加予防注射を実施しますので、ご利用く

ださい。

◆料　金

　新規登録手数料　3,000円／頭

　注射料金　3,070円／頭

◆注意事項

　平成16年度までに登録された方で、先の日程で予防注

射を受けられなかった方は、市からハガキによる通知が

ありますので、ハガキと注射料金を持参の上、最寄りの

会場へ犬を連れてお越しください。また、登録されてい

ない方は、通知はありませんが、新規登録手数料と注射

料金を持参の上、最寄りの会場へ犬を連れてお越しくだ

さい。

　
※追加予防注射でも受けることができない方は、動物病

院等で必ず注射を受けてください。 

◆問合先　　下呂市健康福祉環境部健康課（52-2000）

　　　　　　　　または、小坂健康福祉課（62-2940）

　　　　　　　　　　　　下呂健康福祉課（25-2680）

　　　　　　　　　　　　金山健康福祉課（32-4500）　　

　　　　　　　　　　　　馬瀬健康福祉課（47-2111）

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

　

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
対
策

を
充
実
す
る
た
め
に「
育
児
休
業
・

介
護
休
業
等
育
児
ま
た
は
家
庭
介

護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す

る
法
律
（
育
児
・
介
護
休
業
法
）」

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

雇
用
す
る
方
は
、
法
律
に
沿
っ

た
雇
用
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
就

業
規
則
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

【
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
育
児
休
業
お
よ
び
介
護
休
業
の

対
象
労
働
者
の
拡
大

　

休
業
の
取
得
に
よ
っ
て
雇
用
の

継
続
が
見
込
ま
れ
る
一
定
の
範
囲

の
期
間
雇
用
者
は
、
育
児
・
介
護

休
業
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
一
定
の
範
囲
の
期
間
雇
用
者
」
と

は　

申
し
出
時
点
で
次
ぎ
の
イ
、
ロ
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
労
働
者
で
す
。

イ　

同
一
の
事
業
主
に
引
き
続
き
雇
用
さ

れ
た
期
間
が
１
年
以
上
で
あ
る
こ
と

ロ　

子
が
１
歳
に
達
す
る
日
（
誕
生
日

の
前
日
）
を
越
え
て
引
き
続
き
雇
用

さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

②
育
児
休
業
期
間
の
延
長
・
・
・

　

子
が
１
歳
を
超
え
て
も
休
業
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
一
定
の
場
合

に
は
、
子
が
１
歳
６
ヶ
月
に
達
す

る
ま
で
の
間
、
育
児
休
業
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
１
歳
６
カ
月
ま
で
育
児
休
業
が

で
き
る
」
の
は
、
次
の
イ
、
ロ
の
い

ず
れ
か
の
事
情
が
あ
る
場
合
で
す
。

イ　

保
育
所
に
入
所
を
希
望
し
て
い

る
が
、
入
所
で
き
な
い
場
合

ロ　

子
の
養
育
を
行
っ
て
い
る
配
偶

者
で
あ
っ
て
、
１
歳
以
降
子
を
養

育
す
る
予
定
で
あ
っ
た
も
の
が
、

死
亡
・
負
傷
・
疾
病
等
の
事
情
に

よ
り
子
を
養
育
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
た
場
合

③
介
護
休
業
の
取
得
回
数
制
限
の

緩
和
・
・
・

　

要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族

１
人
に
つ
き
、
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
至
る
ご
と
に
１
回

の
介
護
休
業
を
取
得
で
き
ま
す
。

期
間
は
通
算
し
て
93
日
ま
で
で
す
。

問
合
先　

岐
阜
労
働
局
均
等
室


０
５
８
・
２
６
３
・
１
２
２
０

育
児
・
介
護
休
業
法
に
関
す
る
厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
hlw
.g
o.jp/g

enera
l/

seido/koyou/ryouritu/index.htm
l

育
成
資
金
の
ご
案
内

　

不
幸
に
し
て
一
家
の
働
き
手

（
父
・
母
）
が
自
動
車
事
故
で
亡

く
な
っ
た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害

が
残
っ
た
場
合
、
そ
の
家
庭
の
赤

ち
や
ん
か
ら
中
学
校
ま
で
の
お
子

さ
ん
を
対
象
に
、
無
利
子
で
育
成

資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、
扶
養
し
て
い
る
保

護
者
が
所
得
税
や
県
．市（
町
．村
）

民
税
を
納
め
て
い
な
い
な
ど
一
定

の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

（
重
度
の
後
遺
障
害
と
は
、
自
動

車
損
害
賠
償
保
障
法
施
行
令
別
表

の
１
級
〜
３
級
に
相
当
す
る
後
遺

障
害
を
い
い
ま
す
。）

貸
付
金　

一
時
金
15
万
５
千
円　

　
　
　
　

月
額　

２
万
円

小
中
学
校
入
学
時
支
度
金
4
万
４
千
円

返
還
方
法　

中
学
校
卒
業
後
、
１

年
を
経
過
し
た
の
ち
20
年
以
内

の
無
理
の
な
い
割
賦
返
済
。

　

た
だ
し
、
高
校
・
大
学
等
へ
の

進
学
者
は
、
在
学
期
間
中
は
返

還
が
猶
予
さ
れ
、
卒
業
後
６
カ

月
を
経
過
し
た
後
、
返
還
を
始

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
先

　

独
立
行
政
法
人
（
国
土
交
通
省
所
管
）

自
動
車
事
故
対
策
機
構　

岐
阜
支
所


０
５
８
・
２
６
３
・
５
１
２
８

地域別会場 開催日　６月８日（水）

萩原地域

星雲会館駐車場
 午前10時～午前10時20分

小坂地域

健康ふれあいセンター
 午前９時10分～午前９時30分

下呂地域

下呂市民会館駐車場
 午前11時30分～午前11時50分

金山地域

健康館駐車場
 午後１時40分　～　午後２時

馬瀬地域

馬瀬健康管理ｾﾝﾀｰ駐車場
 午前10時40分 ～ 午前11時

下
呂
温
泉
白
草
山
登
山

　
　

参
加
者
募
集
中

 

と
き　

５
月
22
日
（
日
）

  

問
合
先　

下
呂
市
体
育
協
会

　

下
呂
支
部


52
・
２
９
０
０
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平
成
17
年
４
月
か
ら
益
田
高
校

と
益
田
南
高
校
が
統
合
さ
れ
、
現

在
の
益
田
高
校
の
場
所
に
普
通
科
・

総
合
学
科
・
商
業
科
を
設
置
す
る

「
益
田
清
風
高
校
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
新
校
歌
（
歌
詞
）

の
作
曲
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
方
法

　

作
品
は
未
発
表
の
創
作
作
品
で

譜
面
を
作
成
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
か
、
直
接
、
益
田
清
風

高
校
・
萩
原
校
舎
ま
た
は
下
呂
校

舎
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ　



５
２
・
１
３
６
９

Ｅ
メ
ー
ルc27394@

g
ifu-net.ed.jp

　

作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間　

５
月
20
日
（
金
）

　

最
優
秀
作
品
を
校
歌
に
採
用
し
、

副
賞
と
し
て
図
書
券
（
３
万
円
）

を
贈
呈
し
ま
す
．

　

詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　

h
ttp
://sc

h
o
o
l.g
ifu
-n
e
t.e
d
.jp
/

m
seifu-hs/

◆
問
合
先　

益
田
清
風
高
校

　
　
　

（
教
頭 



５
２
・
１
０
２
１)

益
田
清
風
高
等
学
校
校
歌　
　

　

作
詞
‥
駒
井　

瞭

１　

き
ら
め
き
映は

え
る　

益
田
川

　
　

清
ら
な
風
に　

夢
拓ひ

ら
くく

　
　

希
望
の
宙そ

ら

は　

虹
広
げ

　
　

み
な
ぎ
る
若
さ　

向こ
う
が
く学
の

　
　

躍や
く
し
ん進

め
ざ
し　

い
き
い
き
と

　
　

理
想
の
道
を　

打
ち
進
む

　
　

益
田
清
風　

わ
れ
ら
今

２　

益
田
の
大
地　

緑
濃
く

　
　

直じ
き
し
ん心
交
わ
す　

友
を
得
て

　
　

究
め
る
英
知　

技
磨
き

　
　

研け
ん
さ
ん鑽
競
う　

高
鳴
り
に

　
　

豊
か
な
個
性　

い
き
い
き
と

　
　

礎
い
し
ず
え

誇
り　

立
ち
向
う

　
　

益
田
清
風　

わ
れ
ら
今

３　

湯
煙
慕
う　

ふ
る
さ
と
へ

　
　

歴
史
を
刻
む　

憧
れ
の

　
　

息い
ぶ
き吹

は
熱
く　

息
弾
み

　
　

未
来
を
担
う　

翔
は
ば
た
きき

に

　
　

燃
え
立
つ
鼓
動　

い
き
い
き
と

　
　

新
た
な
歓
喜　

盛
り
上
げ
る

　
　

益
田
清
風　

わ
れ
ら
今

益
田
清
風
高
校
校
歌
（
作
曲
）
募
集

17
年
度
「
栄
養
教
室
」

　

健
康
や
食
生
活
に
関
す
る
知
識

を
深
め
、
自
分
や
家
族
の
健
康
管

理
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
。

期
間　

５
月
〜
３
月
（
計
10
回
）

　
　

（
毎
月
１
回
、
８
月
を
除
く
）

時
間　

９
時
30
分
〜
13
時

場
所　

萩
原
・
金
山
各
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

学
習
会
お
よ
び
調
理
実
習

募
集
人
員　

65
歳
以
下
の
市
民
。

各
会
場
20
人
。

参
加
料　

年
間
２
千
円

そ
の
他　

７
回
以
上
参
加
さ
れ
た
方

は
、
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
の

加
入
資
格
が
得
ら
れ
、「
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
」
と
し
て
活
動
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
12
日
（
木
）

申
込　
　
　

健
康
課

52
・
２
０
０
０

▽
金
山
保
健
セ
ン
タ
ー


32
・
４
５
０
０

親
子
体
操

開
催
日　

５
月
の
毎
週
月
曜
日

　

（
９
日
、
16
日
、
23
日
、
30
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

星
雲
会
館
２
階
天
慶
の
間

　

対
象
は
、
下
呂
市
内
の
満
３
歳

児
を
も
つ
親
と
子

問
合　

社
会
教
育
課

52
・
２
９
０
０

第
10
回
岐
阜
県
民
文
化
祭

創
作
音
楽
劇

�
山
城
秘
話
�

出
演
者
募
集

　

飛
騨
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
を
基

に
創
作
し
た
音
楽
劇
の
出
演
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

公
演
日　

 

平
成
18
年
２
月
26
日
（
日
）

公
演
会
場　

 

高
山
市
民
文
化
会
館

募
集
対
象　

村
人
役
（
合
唱
）
ほ

か
出
演
者
﹇
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル

ト
、
テ
ノ
ー
ル
、
バ
ス
﹈

練
習
日　

６
月
下
旬
か
ら
毎
週
土
曜
夜

練
習
会
場　

高
山
市
民
文
化
会
館
な
ど

募
集
締
切　

５
月
31
日
（
火
）

問
合　

岐
阜
県
民
文
化
祭
運
営
協
議

会
ぎ
ふ
文
化
の
祭
典

　
　



０
５
８
・
２
７
７
・
１
１
３
９

高
山
陣
屋
お
も
し
ろ
歴
史
教
室

　

小
学
校
５
年
生
以
上
の
児
童
お

よ
び
中
学
生
を
対
象
に
、
郷
土
の

歴
史
を
、
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。

会
場　

高
山
陣
屋
、
周
辺
の
史
跡

開
催
日　

６
月
11
日
〜
11
月
12
日

（
８
月
を
除
く
毎
月
第
２
、
第
４

土
曜
日
で
、
計
９
回
実
施
予
定
。

で
き
る
限
り
出
席
し
て
く
だ
さ

い
）
10
時
か
ら
11
時
30
分

定
員　

40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
・
問
合　

５
月
31
日
ま
で
に

電
話
で
、
高
山
陣
屋
ま
で
。



０
５
７
７
・
３
２
・
０
６
４
３

ぎ
ふ
男
女
共
生
大
学

　

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
を
養
成
す
る
た
め
の
講

座
が
開
か
れ
ま
す
。
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
諸
問
題
や
、
社
会
全

般
の
幅
広
い
知
識
を
学
び
ま
す
。

期
間　

６
月
下
旬
〜
平
成
18
年
２

月
下
旬
ま
で
の
16
日
間

定
員　

20
歳
以
上
の
方
50
名

場
所　

関
市
総
合
福
祉
会
館

申
込　

市
役
所
各
振
興
事
務
所
窓

口
の
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
う

え
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、　

５
月
31
日
ま
で
に
、

岐
阜
県
庁
男
女
共
同
参
画
室
へ 

。

　

〒
５
０
０
・
８
５
７
０
（
住
所
不
要
）

問
合　

男
女
共
同
参
画
室

　
　



０
５
８
・
２
７
２
・
１
１
１
１

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　

防
衛
庁
で
は
、
自
衛
隊
の
将
来

の
指
揮
官
と
な
る「
幹
部
候
補
生
」

を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
限　

５
月
13
日
（
金
）

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

18
年
４
月
１
日
現
在
、
20
歳
以

上
26
歳
未
満
の
方

１
次
試
験
日　
　

５
月
21
日（
土
）

問
合
先　

自
衛
隊
岐
阜
地
方
連
絡
部

高
山
出
張
所


０
５
７
７
・
３
２
・
３
０
２
８
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金
山
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
風
「
端
午
の
節
句
」

▼
こ
い
の
ぼ
り
作
り
、
か
ぶ
と
・

か
た
な
作
り
、
背
く
ら
べ
、

う
た
な
ど

日
時　

５
月
10
日
（
火
）
10
時
30
分
〜

金
山
子
育
ち
〝
も
り
も
り
〞

情
報
誌
「
あ
・
の
・
ね
」　

発
刊

　

「
ほ
ほ
え
み
家
族
」
で
は
、
耳

寄
り
な
情
報
を
盛
り
だ
く
さ
ん

掲
載
し
た
情
報
誌
「
金
山
子
育

ち
〝
も
り
も
り
〞
情
報
誌
『
あ
・

の
・
ね
』」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
制
度
か
ら
子
ど

も
た
ち
の
集
え
る
施
設
や
子
育

て
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

「
ほ
ほ
え
み
家
族
」


０
９
０･

２
３
４
６･

２
４
２
２

お
ひ
さ
ま
は
う
す 

５
月
開
館
日

▼
30
日
の
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
は
、

手
遊
び
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
、
ゲ
ー

ム
な
ど
楽
し
い
催
し
が
一
杯
で
す
。                

(

金
山
教
育
課

３
２
・
３
８
９
３)

日にち 開館時間 会　　　　場

11日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

13日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

25日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

27日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

30日(月) 10:00 ～ 11:30 健康館  「親子で遊ぼう」

仲
間
づ
く
り
し
ま
せ
ん
か

　

「
母
子
寡
婦
会
」
入
会
の
お
誘
い

　

下
呂
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、
母

子
家
庭
や
寡
婦
の
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
の
各
支

部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

湯之島フリーマーケット

　○日 時  ５月８日（日）10時～ 16時  (雨天時は15日)

　○場 所　湯之島ＹＹ広場周辺　

　○問合先　日下部 裕　　２５－３０４５

むかしばなしを聞いて、幻想的な世界にひたってみませんか。

春夏？冬(あきない)むかしばなし
◇日　時　５月28日（土）　午後７時～

◇場　所　あさんず会館

◇内　容　テレビやゲームでは味わえないむかしばなし
の世界。四季の自然や風習をおりまぜ、芝居がたりで聞
かせてもらいます。会員対象ですが当日入会できます。

   （年少児以上１人１月800円）

◇主　催　益田子ども劇場事務所
　　　　　５２-４０５３　(熊崎090-7317-0383)

　　　　　

◇日　時　５月29日（日）　大洞川（小坂町湯屋地内）

　　　　　　受付：午前４時30分　競技：午前６時～

◇受　付　「シャラの森」駐車場

◇参加費　４千円

◇主　催　飛騨小坂観光協会

　　　　　　　(事務局：観光課　２４－２２２２）

地
域

問　

合　

先

電　

話

萩
原

戸
谷
エ
イ
子
さ
ん

５
２
・
１
９
６
７

小
坂

熊
崎　

好
江
さ
ん

６
２
・
２
１
６
６

下
呂

加
藤　

秀
子
さ
ん

２
５
・
２
１
５
５

金
山

矢
島　

文
江
さ
ん

３
３
・
２
３
０
５

馬
瀬

中
川　

歌
子
さ
ん

４
７
・
２
１
３
９

教育委員会 金山教育室　日々雇用職員募集

　○ 採用人員　１名

○ 対象年齢　40歳までの方（男女不問）

　○ 資　　格　問わず（ただし、パソコンが使える方）

　○ 募集締切　５月20日（金）　　　　

　○ 申込・問合先　金山教育室　32-3893

第24回飛騨小坂

春のアマゴ釣り大会
広報モニターを募集します

　下呂市は、市民との協働の新しいまちづくりを進

めていきます。

　広報紙では、市民との協働のまちづくりを推進す

るにあたり、広報紙などに市民の意見を反映すると

ともに、広報紙づくりに対する市民参加の場を確保

して、市民と行政との良好な信頼関係の上に成り立

つ広報を目指していきます。

　その取り組みとして「広報モニター」を募集します。

■役割　広報モニターは、アンケートへの回答や年

２回程度の会議に出席して広報紙などについて提

言を行っていただきます。また、広報紙の特集な

どへの参画や地域情報の提供などを可能な範囲で

お願いする事があります。

■募集人員　20人程度　

■委嘱期間　１年（６月～翌年５月）　

■申込　住所、氏名、年齢、職業、電話番号、広報

紙を読んでの意見・提案などを記入し、秘書広報

課または各振興事務所管理課へお申し込みくださ

い。

■問合先　秘書広報課　24-2222 　

５月の市民サロン（市長に会える日）
　５月２３日（月）　９時～ 12時　小坂振興事務所

　５月２５日（水）　９時～ 12時　萩原振興事務所

　　金山、馬瀬地域は、６月に実施します。

　※市長と面談されたい方は、各振興事務所管理課までお申し込みください

龍神火まつり「椀
わん

みこし」参加者募集
　下呂温泉まつりの呼び物「龍神火まつり」(８月１日)で
　「椀みこし」を担いでみませんか。

　対象者　昭和39年４月から昭和40年３月生まれの方。
　　　　　女性の方も大歓迎です。

　参加内容など詳しくは、下記まで。

　【問合先】　辰
たつみ

巳会椀みこし実行委員会　
　　　　　　伊藤健次　090-4154-0453
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一
般
に
「
高
ト
レ
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
構
想
で
す
。
こ
れ
に
関
し
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高
く
、

心
配
さ
れ
る
向
き
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
一
部
か
た
よ
っ
た
情
報
が
広
が

っ
て
、
い
た
ず
ら
に
不
安
を
か
き
立

て
て
は
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
構
想
は
、
御
嶽
の
自
然
資
源

と
標
高
差
を
活
用
し
た
高
地
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
環
境
の
整
備
を
図
り
、
国
立

の
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

誘
致
活
動
を
す
す
め
る
た
め
、
平
成

12
年
、
当
時
の
小
坂
町
と
高
根
村
、

朝
日
村
そ
し
て
県
と
の
間
で
始
ま
っ

た
も
の
で
す
。
そ
の
事
業
が
合
併
後

も
下
呂
市
、
高
山
市
、
そ
し
て
県
と

の
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
引
き

継
が
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
度
か
ら
18
年
度
の
５
カ
年

の
補
助
事
業
（
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
）
で
、
国
が
50
％
、
県

が
20
％
、
残
り
が
市
（
過
疎
債
適
用
）

と
い
う
も
の
で
す
。

　

完
成
す
れ
ば
、
国
内
で
最
も
高
所

（
標
高
約
１
７
０
０
メ
ー
ト
ル
）
に

位
置
す
る
本
格
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

施
設
と
な
り
、
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
メ
ッ
カ
と
し
て
、
日
本
を
代
表
す

る
実
業
団
や
学
生
選
手
な
ど
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
（
一
流
選
手
）
の
幅
広

い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

交
流
人
口
の
増
加
に
伴
う
宿
泊
客
増

加
で
、
市
に
と
っ
て
経
済
効
果
は
大

き
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
一
般
の
方
々
に
対
し
て
も
病

気
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
は
、
平
地
よ
り

も
高
地
で
行
っ
た
方
が
良
い
と
さ
れ

て
お
り
、
森
林
浴
と
濁
河
温
泉
を
組

み
合
わ
せ
た
療
養
・
保
養
は
効
果
が

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
一
部
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

一
流
選
手
の
み
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
構
想
で
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

「
観
光
立
市
・
下
呂
」
の
目
指
す

と
こ
ろ
は
〝
交
流
人
口
〞
の
増
加
で

す
。
今
後
数
年
す
る
と
、
日
本
人
全

体
の
人
口
が
減
り
は
じ
め
、
市
町
村

の
み
な
ら
ず
大
都
市
に
お
い
て
も
、

緩
や
か
な
人
口
の
減
少
が
近
未
来
の

現
実
と
し
て
迫
っ
て
き
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
状
況
の
中
で
大
切
な
こ
と
は

「
人
口
が
減
っ
て
も
元
気
の
い
い
ま

ち
」
を
い
か
に
造
っ
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
外

か
ら
訪
れ
る
人
達
（
交
流
人
口
）
を

ま
ち
の
活
力
に
結
び
つ
け
る
政
策
・

仕
掛
け
と
い
う
も
の
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

こ
の
構
想
は
、
専
門
家
も
「
日
本

で
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
条
件
を
満

た
す
唯
一
の
場
所
」「
日
本
の
ボ
ル

ダ
ー
」
と
太
鼓
判
を
押
す
よ
う
に
、

大
き
な
魅
力
と
可
能
性
を
持
っ
た
構

想
で
す
。
交
流
人

口
を
増
や
し
、
地

域
の
活
性
化
に
結

び
つ
け
ら
れ
る
よ

う
、
今
後
も
十
分

に
検
討
を
加
え
、

説
明
責
任
を
果
た

し
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

泉質　アルカリ性単純温泉
効能　神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、打ち身など
風呂　かぶり湯、ぬる湯、気泡浴、寝湯、腰打たせ湯、肩打たせ湯、箱蒸し、

ボディーシャワー、ミストサウナ、ドライサウナ、水浴、深湯、
　　　足浴(男湯)、日替わり美人浴(女湯)、水流浴、露天風呂、釜風呂
■入浴料　大人７００円　子ども(小中学生)４００円
■営業時間　午前10時30分～午後９時30分（受付終了９時）
■下呂市馬瀬西村1695
■6４７－２６４１　http://www.mikinosato.co.jp/
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毎
月
１
回
発
行

印
刷
／
（
有
）金
山
印
刷
所

　平成７年に地域おこしのきっかけにしようとラ

イトアップを行ったのが始まりで、今では桜の開

花に合わせ、全国から数万人が訪れるという苗代

桜。今シーズンも多くの見物客でにぎわいました。

その裏方で桜を地域の誇りとして守り育てている

のが、「苗代桜を守る会」(細江佳男会長・会員40

人)です。

　旧下呂町が平成13年にポスターを作り宣伝を

したのがきっかけで、新聞やテレビで紹介され一

躍有名になりました。平成14年には『飛騨・美

濃桜33選』の一つに選ばれ、今年は桜サミット

の舞台にもなりました。

　もともとは町内会で苗代桜の保護・管理を行っ

ていましたが、多くの人たちが訪れるようになり、

平成14年に守る会が発足。桜の保護・管理に加え、

ライトアップ期間中は、駐車場や会場整理に追わ

れる毎日です。

　細江会長は「皆さんに幻想的な桜を楽しんでも

らいたいが、“ライトアップによる桜への影響も

心配”」と話し桜を気遣っています。最近は苗代

桜の後継樹を育成しようと種苗・接木にも取り組

んでいます。

　約400年にわたり地域の歴史を見続けてきた苗

代桜。「毎年元気にたくさんの花を咲かせてほし

い」と会員たちは熱く話していました。

下呂市和佐・県天然記念物(昭和43年指定)

「地域の理解があってこそ」と細江佳男会長

四
百
年
昔
を
語
る
里
桜




